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市民の
施策重要

度
32.0% 67.0%

国・県等の動向

外部意見
その他

平成18年度に「高齢者，障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律」が施行され，平成20年度には，
国において，遊具の安全性の確保とライフサイクルコスト縮減の観点からの維持管理のあり方を示した「都
市公園における遊具の安全確保に関する指針」が策定された。
また，公園の整備やバリアフリー化等については，補助事業が再編され，「社会資本整備総合交付金事業」
が設置されている。

平成21年3月の市議会にて，全国的に公園遊具に関する事故が多くなっていることから，公園遊具の安全点
検および国の支援事業の補助メニューを活用した老朽化遊具等の改修を推進するべきとの指摘があった。
平成21年6月の市議会にて，市民の貴重な財産である宇都宮城址公園等については，市民ニーズや将来の動
向を十分に踏まえながら，本市の独自性を反映するべきとの指摘があった。
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●

継続

継続

Ｂ

施 策 目 標 を 達 成 す る た め の 取 組 方 針

市民のニーズがますます高まっていることから，気軽に自然とふれあえる場やコミュニティ形成の
場として，公園の適正配置に配慮し，国庫補助金等を確保しながら機能的で魅力ある身近な公園づ
くりに取り組んでいく。

高齢者や障がい者をはじめとした市民誰もが利用しやすく，安心して親しめる場とするため，公園
のバリアフリー化を計画的に行い，国庫補助金等を確保しながら効率的かつ効果的に進める。

市民の森づくり活動に対する関心は高く，植樹事業を実施することにより，市民の森や緑に対する
意識の，一層の啓発・向上が期待できることから，「樹林地の再生」のコンセプトのもと，「市民
協働の森づくり」として「もったいないの森　長岡」植樹祭を継続して開催していく。

重点事業

３　今後の取組方針

⑧取組の
考え方

見直し事業

積極的な事業実施により，市民１人あたりの公園面積は目標値を達成しており，バリアフリー化した公園数についても，着実に成果を挙げている。
今後も，社会情勢やライフスタイルの変化に対応しながら，公園整備やバランスある公園配置に取り組むとともに，市民協働による管理運営のさらなる推進を図る。

健康志向の高まりを背景とする健康遊具の設置等，市民ニーズの的確な把握に努めながら，公園整備や既存公園のリニューアルに取り組むことで，引き続き「災害に強い都市構造の確保」・「自然
環境との共存による環境教育・学習の場」・「地域活性化に資する場」等，さまざまな機能や役割を備え，安全に安心して利活用できるオープンスペースの提供に努める。
また，対象箇所が多数ある「公園のバリアフリー化事業」については，地域や住民の意見を十分に考慮しながら，計画的な整備に努める。

一部の地域では，公園配置について課題があることから，バランスある公園配置にかかる「指針」の見直しを図るとともに，先進都市の事例を参考に，その手法について検討する。
また，愛護会制度の周知や愛護会への支援について積極的に働きかける等，市民協働による管理運営の推進を図る。

適切性

（住民・社会ニーズ）

⑤
市
民
意
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総論

達成している

必要性・緊急性

（適切な事務事業
の選択，実施）

（単年度目標）

（政策目標への効果）

●

（70%未満）

増加している 横ばい

概ね達成
（90％以上） （70％～90％未満）
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事業の
方向性

重点度
（Ａ～Ｃ）

事業費

達成していない

施策を構成する各事務事業とも，概ね目標を達成していることから，実施の手法等は
適切であると言える。

減少している

8

Ｈ２０

対　　象　　者
開始
年度

Ｈ２１

103,600

目標値 事業費目標値

300 300「もったいないの森　長岡」植樹事業
市民 H203 6,958 5,188

緑のまちづくり課

№ 事　　　業　　　名

2

施　策　カ　ル　テ
１　施策の位置付け

２　施策の現状と達成状況，課題の抽出

４　施策を構成する事務事業一覧

緑と憩いの拠点づくりの推進

②施策目標

担当課 緑のまちづくり課

総合計画
　政策の柱

政策目標
（基本施策目標）

市内のそれぞれの地域が，その特性に応じた個性や魅力，都
市機能を備え，コンパクトで調和のとれた都市空間が形成さ
れています。

「機能的で魅力のある都市空間を形成する」ため，調和のとれたまちをつくるための「地域特性に応じた土地利用
の推進」，各地域の機能・役割の明確化と機能連携・補完のための「都市機能の適正配置と機能関連携の推進」，
機能性が高くコンパクトなまちをつくるための「地域特性を生かした魅力ある拠点の形成」，都市の快適性の向上
のための「緑と憩いの拠点づくりの推進」，良好な景観形成のための「都市景観の保全・創出」に，重点的に取り
組みます。

都市のさまざまな活動を支える都市基盤の機
能と質を高めるために

政策名
（基本施策

名）
機能的で魅力ある都市空間を形成する

取組の
　基本方向

Ｈ１９：基準 Ｈ２０

―---―

Ｈ２１

実績値 実績値

説
明

市民満足度は向上しており，施策重要度も一定の水準にあるが，一部の地域では，公
園の配置について課題があることから，施策の必要性・緊急性は高い水準で横ばいと
言える。今後も，社会情勢の変化や多様化する市民ニーズ等を的確に把握しながら，
公園等の整備や維持管理に取り組む。

●

不十分な事業が
複数ある

説
明

継続

・市民ニーズ等に的確に対応し，近年の健康志向による健康遊具の設置や公園のバリアフ
リー化など今後も，社会情勢やライフスタイルの変化に対応しながら，公園整備やバラン
スある公園配置に取り組む。

⑨政策評価
会議意見

不十分である
説
明

市民ニーズ等を反映した公園整備や既存公園のリニューアル，市民協働による管理運
営の促進を図ることは，機能的で魅力ある都市空間を形成するうえで有効である。

⑦
現
状
分
析
と
課
題
の
抽
出

（

③
～

⑥
を
踏
ま
え
た
分
析
）

河内総合運動公園整備事業の早期完了等により，市民１人当たりの公園面積は増加し
ている。また，公園のバリアフリー化についても，計画的な取り組みにより，着実に
成果を挙げている。今後も，ワークショップ等を積極的に実施することで，公園整備
や既存公園のリニューアルについて，多様化する市民ニーズの反映を図る。

● 十分である
やや不十分であ
る

Ｈ２１Ｈ２０

活　動　指　標　等

(千円) (千円)

4 2

4

十分である

1
身近な生活圏の公園整備

市民 ―
緑のまちづくり課担当課

7

街区・近隣公園の整備数（箇所） Ａ41,500

Ａ
7

8
22,000 31,462バリアフリー化公園数（箇所）

公園管理課
公園利用者 H13

担当課

公園のバリアフリー化

担当課 450 300

「もったいないの森　長岡」植樹祭
参加人数（人）

成
果
が
見
ら
れ
る
点

改
善
の
必
要
な
点

河内総合運動公園整備事業の早期完了等により，市民１人当たりの公
園面積の目標を達成することができた。また，バリアフリー化した公
園数についても，計画的な取り組みにより，着実に成果を挙げてい
る。

市民1人当たりの公園面積については，平成24年度の目標値を達成す
ることができたが，一部の地域では，公園の配置について課題がある
ことから，今後，バランスある公園配置にかかる「指針」の見直しを
図るとともに，その手法について検討する。
また，「緑と憩いの拠点」である公園や緑地には，憩いの場やコミュ
ニティ形成の場としての役割だけでなく，防災拠点や環境教育・学習
の場，地域の特色ある景観等を担うことから，今後も，地域や市民の
ニーズを的確に把握しながら，公園整備や既存公園のリニューアルに
計画的に取り組むとともに，市民協働による管理運営のさらなる推進
を図る。

―---―指標④
（特記事項）

③施策を
取巻く環境

④
施
策
の
達
成
状
況

①施策名

指標③

安全で良好な居住環境を有した地域の特性を生かした魅力ある拠点が形成されています。

施　策　指　標（単位）

指標①
（総合計画
に基づく指

標）

指標② バリアフリー化公園数（累計）

市民１人当たりの公園面積（㎡／
人）
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今後も力を入れていく
ことが求められる領域
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八幡山利用促進事業
市民

担当課
4

4,5874,525

75,603 196,249
緑のまちづくり課

6

7 整備完了面積（ｈａ）

宇都宮城址公園整備事業
市民 H12

多くの市民が参加するイベントの開
催数（件）担当課 公園管理課

河内総合運動公園の整備 計画的な施工管理を行うとともに関係部署との綿密な調整を図った結果，目標であった平成21年度
の事業完了を達成した。

継続

継続

八幡山公園の魅力アップが中心市街地の活性化にも寄与することから，「八幡山公園における競輪
場との一体利用促進事業計画」に基づき，市民ニーズをとらえながら，有効な公園整備に取り組ん
でいく。

新規に設立される愛護会もある一方，愛護会構成員の高齢化により，除草等の愛護会活動が困難に
なり，解散を申し出るケースが増加傾向にあり，愛護会数はほぼ横ばいであることから，より一
層，愛護会制度の周知や愛護会への支援を図るとともに，新たな仕組みについても検討していく。

歴史的な重要性と立地条件を生かし，市民の心のよりどころとなる本市の個性やシンボルづくりの
ため，公園の利用・活用を促進し，整備の機運醸成を図るとともに，財源の確保などについて検討
を進める。22

公園管理課

宇都宮市公園愛護会補助金
地域団体 S５１

担当課

施　策　事　業　費　合　計 213,211

市民 H19

競輪場との一体利用促進事業計画に
おける実施施策数（件）

5.79担当課
0

公園愛護会設置数（箇所）
352 351

24

23
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